平成21年度公開講座実施報告「思春期・青年前期のこころの問題」 by unknown
	 昭和女子大学生活心理研究所では、一般の方を対象に時宜にふさわしいテーマを取り上げ、毎年、公開
講座を実施しております。平成21年度は、「思春期・青年前期のこころの問題」というテーマで専門の先
生をお招きし、医療、警察、学校というそれぞれの視点から、３回にわたってご講演頂きました。地域の
方々、学生や院生、心理や教育の専門家等、多くの方々にご参加頂き、好評のうちに終了することができ
ました。
	 第１回目は、クリニック川畑院長の川畑友二先生にご講演頂きました。思春期の課題として「人生とは
何か？を考える」「親との関係を見直す」「空想的な万能感を棄て、現実の自分と向かい合う」ことが挙げ
られました。この課題を模索している思春期の子どもたちには、不安や葛藤が生じるもので、周囲は思春
期の子どもたちの悩みに対して「ストーリィを読む」感覚でその子の人生に耳を傾けることが重要とのご
指摘がありました。第２回目は、警視庁生活安全部少年育成課の月村子先生にご講演頂きました。最近
の少年非行の動向についてお話頂いたほか、問題行動のある息子に家族としてどのように関わるか、とい
うテーマで小グループに分かれて検討する時間も設けられました。第３回目は、目白大学教授の黒沢幸子
先生にご講演頂きました。未来・解決志向ブリーフセラピーの観点から、問題・原因志向ではない関わり
方をご紹介頂きました。本人が望む解決や未来の姿を大切にして、本人の内外の資源を生かし、現実的で
達成可能なアクションを見出すという発想に基づいた支援について、事例を交えてお話くださいました。
	 各回とも、参加者から活発な質疑がありました。思春期・青年前期特有の関わりの難しさに加え、社会
情勢の急激な変化によるさまざまな影響もあり、「思春期・青年前期のこころ問題」について皆様の関心
が高いことが窺えました。新型インフルエンザの流行に見舞われ、当日欠席された方が多かったにも関わ
らず、第１回目は86名、第２回目は52名、第３回目は77名という、例年より多くの方にご参加いただくこ
とができました。思春期の子どもをもつ保護者、教育や心理的支援に関わる専門家、専門家を目指す学生
など、参加者がそれぞれの立場からこの問題について考える貴重な機会となりました。最後に、本講座に
ご支援頂きました関係者の皆様に厚く御礼申し上げます。
	 （文責 古川真人）
平成21年度公開講座 開催日・題目・講師一覧
開催日 題　　　　目 講　　師
10/17（土） 医療からみた思春期のこころの世界
クリニック川畑院長
川畑 友二
11/21（土） 思春期の問題行動と家族の対応
警視庁生活安全部少年育成課 
巣鴨少年センター少年相談担当主査
月村 子
11/28（土）
思春期・青年前期の心理臨床
～未来・解決志向ブリーフセラピーの観点から～
目白大学教授
黒沢 幸子
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講 演
	 思春期は、精神的に変化が多く悩み深い時期である。学校の授業や受験、スポーツの試合、芸術コンクー
ルなどを通して、学力や競技、芸術的才能などの自分の実力のほどを知り、彼らの多くは幼いころからの
夢を砕かれる。あるいは友達関係では、幼かったそれまでとは一味違ったやり取りをし、自分の性格や対
人関係の在り方に思い悩む。また、親との関係を見直し、自らの価値観をもたなければならない時期でも
ある。これらの経験は彼らに、「空想的な万能感を棄て、現実の自分の能力や在り方と向かい合う」とい
う課題を突き付け、その試練を通して「自分」一人で生きていく力が身についたかどうかを探り、同時に
たくましく成長していくのである。その過程では常に、「自分」というものが問われるために彼らは強い
不安に陥る。「自分は周りの人にはどう映っているだろう」と自分の容姿や服装を気にし、性格のことで
悩み、周りの目を意識する。そういった自意識過剰の状態は、すべての思春期の子どもにとって避けられ
ないものである。彼らはその不安な状況をそれまでに身に着けたさまざまな能力や方法で乗り越えねばな
らない。しかし、その試練を乗り越えられない者も出てくる。時には妄想や幻覚の状態に陥ったり、拒食・
過食、リストカットなどの自傷行為や家庭内暴力を繰り返したりなど医療にかからねばならないほどの混
乱をきたすこともある。思春期に精神疾患の多くが発症するといわれているのはそのような理由からなの
である。
	 精神疾患の診断には患者の言動や態度から判断するという曖昧さが常に伴っているが、思春期の場合は
上に挙げたように皆が程度の差はあれ多少の混乱は避けられないため、よりいっそう判断が難しくなる。
見立ての際は、人生という観点から青少年の問題行動や悩みの多くは結果の部分であり、きっかけは原因
ではなく、何故その子どもにとって、「きっかけ」となりえたかに注目しなければならない。「ストーリィ
を読む」感覚でその子の人生を聞いてゆくことが最も重要なのである。
医療からみた思春期のこころの世界
	 クリニック川畑　川畑 友二
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	 警視庁少年育成課少年センターの役割について紹介し、少年非行の現状について「少年非行の傾向（平
成20年）」に基づき説明した。刑法犯少年は減少したが、約６割は中・高校生で、万引きや乗り物盗（占
有離脱物横領も含め）の初発型非行が約８割を占めている。薬物犯罪については減少傾向にある。不良行
為少年は増加し、約６割が高校生で、深夜はいかいと喫煙で約９割を占める。少年の福祉を害する犯罪は
減少したが、性に関するものが約６割で、携帯電話のサイトを利用して売春をする傾向がある。今年（平
成21年10月末現在）の非行状況では、刑法犯少年は増加し、万引きの増加が目立つことから、現在万引き
防止対策を実施し、店舗への協力要請や、規範意識の醸成等に取り組むとともに、昨年に引き続き、携帯
電話等のフィルタリング対策や児童ポルノ対策を重点的に行っている。
	 少年相談については、少年センターで行う相談の特徴について説明。中学３年生男子の不良交友・家庭
内暴力・不登校の事例を提示し、受講者相互でケース検討をしてもらい、数名の発表を求めた後で、その
後の相談経過を説明した。
	 少年相談では、少年非行を欲求不満やストレス等の心の問題が法律違反という形で行動かされたものと
とらえている。思春期は心身共に変化し不安定になりやすい時期であり、色々な問題が起こると少年も保
護者も退行現象を起こし、更に不安定になりやすいので、少年相談ではまず保護者が少年の言動に振り回
されず、ゆとりを持った対応を出来るように対処し、次に、少年が他者に責任転嫁せず、非行などの問題
行動を自分自身の問題として受け止めさせることにより、再非行防止と健全育成につなげている。相談レ
ベルで対応出来ない場合は、補導班と連携するなど少年センターの機動力を活用し、施設収容などの他機
関連携を図っている。
思春期の問題行動と家族の対応
	 警視庁生活安全部少年育成課巣鴨少年センター　月村 祥子
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	 思春期・青年前期の心理臨床の留意点として、まず、親からの自立という発達課題が挙げられ、大人か
ら与えられることよりも、彼ら自身で考え自己決定することの価値が大きい。一方で、この時期は、依存
と反抗といった両価性（アンビバレント）に揺れてもいて、彼らに寄り添い、かつ決め付けない姿勢が必
須である。また、この時期の若者へは、時間コンシャスな感覚が重要になる。彼らにとって未来の重要性
は言うまでもなく、また、学期、学年、行事、進学といったさまざまなリミットや時間枠のなかで、より
効果的 ･効率的な支援が必要とされる。さらに、関係者との連携・協働が必要であり、保護者、学校関係
者、専門機関が協働し、チームとなって対応するとともに、その関係者間の同盟づくりに役立つスキルが
求められる。
	 ブリーフセラピーは、クライエントと協働して、できるだけ短期に解決に至ることを目指す、効果的・
効率的な心理社会的（教育的）援助サービスととらえられる。さらに、未来・解決志向のアプローチでは、「問
題 ･原因志向」から「未来 ･解決志向」への転換がなされ、その発想と技法が、このような思春期・青年
期前期への心理臨床によくフィットすると考えられる。ここでは、本人の問題に注目し原因を探るのでは
なく、本人が望む解決や未来の姿を探り、本人の内外のリソース（資源・資質）を活かし、現実的で達成
可能なアクションを明らかにし、本人が解決や未来を構築していくことを重視する。つまり、本人を尊重
しつつ、本人が自分の未来を見据え自己決定していくことを支援する。不可能なことや手に負えないこと
ではなく、可能なことや変わりうることに焦点を当てていく姿勢は、彼らの自己効力感を高めることにも
つながる。問題・原因志向でないことから、悪者探しをしないため、関係者の同盟作りも進展する。
	 まず重要なことは、彼らの「例外」（問題が起こらないですんだとき、少しでもうまくやれたこと、ま
しなこと）を、「既に起こっている解決の一部」と考えて、そこに注目し、「成功の責任追及」を行い、見
出された本人の内外のリソース／対処スキルに対して、肯定的なフィードバックを行うことである。そし
て、彼らの解決の姿や未来時間を扱う。これらを基本に対応した、摂食障害や、不登校、反社会的問題行
動の改善事例などを紹介し、思春期 ･青年期前期への心理臨床について、理解を深める。
思 春 期 ・青 年 前 期 の 心 理 臨 床
～未来・解決志向ブリーフセラピーの観点から
	 目白大学教授　黒沢 幸子
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１．投稿資格
	 投稿資格は以下のいずれかに該当する者が有する。
(1)	昭和女子大学生活心理研究所に関係する本学常勤教員、非常勤教員、助教とする。
(2)	(1) と共同研究をしている助手、非常勤職員、大学院生、特別研究員、その他本学出身者、他研究
機関の研究者など。ただし、(2) に該当するものは、(1) と連名でなければならない。
２．投稿原稿の種類
	 投稿原稿は、「生活心理学」に関する論文、評論、研究レポート、書評、その他いずれかとし、その
内容は未公刊のものとする。学会発表抄録、科研費などの研究報告書、卒業論文や修士論文の再構成な
どは未公刊とみなし、投稿することができる。
(1)	論文は、新しい価値ある事実、理論、結論を提供するものとする。字数は、図、表、引用文献を含
め、日本語論文では8,000字以上20,000字以内、英語論文では10,000語以内とする。
(2)	評論は、ある心理学的現象や事象に関する批判的考察であって、16,000字以内とする。
(3)	研究レポートは、研究ノート、事例報告、相談活動報告とし、研究の資料として役立つものとする。
字数は、図、表、引用文献を含め、日本語論文で12,000字以内、英語論文は6,000語以内とする。
(4)	書評は、2,000字以内とする。
３．執筆および投稿の手順
	 投稿原稿は、本規程に則り作成する。
(1)	当該年度の紀要への投稿希望者は、毎年10月５日までに当研究所へ執筆予定の旨を伝えることとす
る。その際、執筆予定者名、所属、仮題名を併せて申し出ることとする。
(2)	当該年度の紀要への投稿締め切りは、毎年、１月末日とする。締め切りに遅れた場合、次年度号に
掲載される場合がある。提出先は当研究所とする。
(3)	原稿作成にはワープロを使用する。Ａ４判の用紙を用い、横書きで１ページあたり1,710字（45字
×38行）とする。
(4)	図表は必要最小限とし、Table 1、Figure 1 のように通し番号をつける。表の題はその上部に、図
と写真の題は下部に書く。説明文は、いずれも下部に記す。表、図、写真などの題、説明文、図表中
の文字は英文にしてもよい。図表は、１枚ごとに別紙に作成し、本文原稿とは別に綴じて提出する。
本文原稿には、図表の挿入箇所を明示する。
(5)	引用・参考文献は、原稿の最後にアルファベット順に一括する。記述の形式は、以下の例の通りと
する。
ⅰ）日本語雑誌論文の場合：
	 小川時洋・門地里絵・菊谷麻美・鈴木直人（2000）．一般感情尺度の作成 心理学研究，71，
241-246．
ⅱ）日本語書籍の場合：
	 南 博（1980）．人間行動学 岩波書店
ⅲ）英語雑誌論文の場合：
 Ekman, P., Davidson, R., & Friesen, W. V. (1990). The Duchenne smile:
Emotional expression and brain physiology, II. Journal of Personality 
and Social Psychology, 58, 342-353.
ⅳ）英語書籍の場合：
 Ekman, P., & Friesen, W. V. (1978). Facial Action Coding System: A
Technique for the measurement of facial movement. Palo Alto, CA:  
Consulting Psychologist Press.
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(6)	その他に関しては、日本心理学会発行「執筆と投稿の手びき」に従う。
(7)	論文には、英文題、英文要約（200語以内）、英文キーワード（５語以内、日本語訳付）を添付する。
(8)	執筆者は、締切日までに、原稿（英文題、英文要約、英文キーワードを含む）２部を生活心理研究
所に提出するとともに、原稿を保存したワードファイル、投稿チェックリストのエクセルファイルを
添付して生活心理研究所（sinriken@swu.ac.jp）にメールにて送信する。原稿は、ページ番号を記入
し、クリップでとめること。
(9)	国立情報学研究所電子図書館サービスの電子化および公開に供することを許諾する場合、所定の許
諾書に記入捺印の上、原稿と共に当研究所に提出する。
４．知的財産権（著作権）
	 既発表の文献を引用する場合は、必ず出所を明示する。図、写真、表、文献の記述を転載する場合は、
執筆者が著作権者の許諾を得る。万一、執筆内容が第三者の著作権を侵害するなどの指摘がなされ、第
三者に損害を与えた場合、執筆者がその責を負うものとする。
５．論文の校正
	 初校および再校は論文執筆者が行う。校正段階における内容の大幅な変更は認めない。
６．別刷りの進呈
	 紀要に掲載された論文には、別刷り50部を進呈する。
７．倫理規程
(1)	ヒトを対象とした研究は、ヘルシンキ宣言の趣旨に沿った倫理的配慮のもとに行う。
(2)	事例や研究の公表に際して特定個人の資料を用いる場合には、個人の秘密を保護する責任をもたな
くてはならない。
８．査読
	 原稿は編集委員会によって査読される。論文の体裁に問題のあるものや倫理的に問題のあるものは、
本研究所運営委員会にて審議の上、掲載を見送ることがある。
	 附 則
	 この規程は平成17年３月２日より施行する。
	 改定 平成22年３月３日 一部改定	　　　
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